
「指標確認シート」を活用した校内研修の進め方 

１ 目的  
各教員が「指標確認シート」を活用し、自己分析や目標設定、振り返りを行うことを

通して、キャリアステージに応じた、教員としての資質・能力の向上を図るための方策
を考える。 

 
２ 時間    ● 目標設定（60分～90分） 
        □ 振り返り（30分）※必要に応じて複数回実施 
 
  実施回数の設定例  ●・・・目標設定   □・・・振り返り 

パターン 前年度末 ４月 ７月 12月 ３月 
A  ● □ □ □ 
B   ● □ □ 
C ●  □ □ □ 

 
 
３ 班編成  １班４名～6名程度（キャリアステージの異なる教員で編成） 
 
４ 準備物（次の①～⑤を準備してください） 

 
① 「教員のキャリアステージにおける指標」 PDF 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 「指標確認シート」（キャリアステージ別にとじたもの）PDF 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「基盤形成期」「資質・能力向上期」「資

質・能力充実期」「資質・能力発展期」の

４種類があります。 

 

○ 参加者のキャリアステージを確認し

て、キャリアステージごとに必要部数を

印刷 

○ A４で参加人数分を印刷 



 

③ 「自己分析シート」A３ PDF 
 
 
 
 
 
 
 

 
 「キーワードシール」 エクセル 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
③´「自己分析シート」（デジタル版） ワード 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
④ 「個人目標設定シート」A4 PDF 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ その他 
・赤マジック（目標設定の時に使用）、青マジック（振り返りの時に使用） 
・のり（キーワードを普通紙に印刷した場合に使用） 

今後、資質・能力の向上に向けて、目標

とその具体的な手立てをまとめるために

使用します。 

 

○ A４で参加人数分を両面印刷 

○ 裏面に記入例あり 

「自己分析シート」に貼るシールです。 

○ ラベルシール又は普通紙に印刷 

○ A４で印刷（１シートに２人分） 

○ 普通紙に印刷した場合は、のりが必要 

 

※「自己分析シート」（デジタル版）を使

う場合は、印刷は不要です。 

現在の自分自身の資質・能力を視覚化

するために使用します。自分の姿を振り

返りながら 18 のキーワードのシールを

シート上に配置します。 

 

○ A3 で参加人数分を印刷 

コンピュータ上で、キーワードをドラッ

グして配置し、印刷することで「自己分析

シート」が完成します。研修で、個人別の

コンピュータが使用可能な場合にご利用

ください。 

③と③´はどちらか選択して使ってね! 



「指標確認シート」を活用した校内研修の進め方（目標設定）60分～90分 

 
１ 教員のキャリアステージにおける指標のチェックと自己分析（45分） 

 
① 「指標確認シート」の「自分の姿を振り返って」を使い、A~Dでチェックを行いま
す。 

   
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 研修全体を 60分で行う場合は、「指標確認シート」事前に印刷し、「自分の姿を振り返
って」のチェック欄を研修までに各自で行っておきます。 
 
 
② 18のキーワードを自己分析シートに配置し、貼ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 目標の設定（30分） 
 
① 自分が今後高めたいキーワードを一つ取り上げ、目標を矢印（赤）で表します。 

   
 
 
 
 
 
   
 
 
 

身に付いていない、取組が少ないもの
だけにとらわれず、さらに力を伸ばし
たいものを選んでもいいことを伝えて
おきましょう！ 

１キーワードにつき１分程度でチェ
ックしてもらうよう時間設定しまし
ょう。また、チェック表はあまり厳し
くつけないように伝えましょう。 

キーワードはチェック表を参考に配
置し、位置が決まったら貼ってもら
いましょう！ 

60分で行う場合はここ
からスタート！ 



② 個人目標設定シートを記入する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３ グループでの発表・意見交換（15分） 
 ① 自己分析シートを基に、現在の姿を要約して説明し、高めたいキーワードを選んだ

理由を発表する。 
② 目標設定シートを基に、具体的目標と手立てを発表する。 
③ 指標に従って適切な目標設定ができているか互いにアドバイスする。 
  （質問や、もっと詳しく教えて！といったものでもＯK） 
④ 全員発表が終わったら、アドバイスを参考に実践目標を修正する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 「自己分析シート」と「個人目標設定シート」は次回の研修でも使用するので、なく
さないようにしましょう。 

※ 完成した「個人目標設定シート」は、目標を意識するために、いつでも確認できると
ころに貼るなどしておきましょう。 

指標確認シートの具体的な姿を参考に
したり、グループで相談したりして、
手立てが抽象的にならないよう注意し
ましょう。 

他の人がどんな目標を立てたのか確認し
ましょう。目標が、キャリアステージの
指標にあっているか、目標達成に向けた
手立てが適切か、ほかの方法がないか等
アドバイスし合うよう伝えましょう！ 

① 取り上げたキーワード、キャリ
アステージを記入しましょう。 

 ② 選んだキーワードの指標を記入
しましょう。 
 

 
③ 具体的目標を記入しましょう。 

 

④ 具体的目標を達成するため、い
つまでに、何をするかの手立てを
まとめましょう。 

 



「指標確認シート」を活用した校内研修の進め方（振り返り）30分 

 
 
１ 自己分析シートの中間チェック（５分） 

前回の自己分析シートを配布し、矢印（赤）を付けた伸ばしたいキーワードについて
振り返り、現状を矢印（青）で記入する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 具体的目標の振り返り（15 分） 
  個人目標設定シートの手立てについてチェックを行い、手立ての振り返りを行う。 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 意見交換（10 分） 

グループ内で、今後取り組みたいこと（手立て）について紹介し合う。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※以降の振り返りも同様の形式で行います。 

振り返りの時期や回数は自由に設定し

てください。 

改善した手立てをグループで紹介しま
しょう。いいアイデアがあれば、お互
い教えてあげるよう伝えましょう！ 

目標設定時 

現在の評価

 

① 個人目標設定シートの目標達成
の手立てについて振り返り、うま
くいった又はうまくいかなかった
原因を目標設定シートにメモしま
しょう。 

 ② 今後取り組みたい目標達成のた
めの手立て（修正案）を赤で加筆、
修正しましょう。 
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